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今日の予定

１、自己紹介

２、特別支援学校における授業について

３、授業づくり〜各様式の関連性〜

４、指導案の書き方

５、授業の基本的な構成と考え方

６、指導略案の書き方

７、授業観察の観点

８、まとめ 質疑、応答
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１、自己紹介

•大阪府立西浦支援学校 中学部

•樋井一宏 （ひのい かずひろ）

•教員歴：15年目 知的障害特別支援学校

知的、発達障害の生徒を中心に肢体不自由生徒も担当

•免許：特別支援学校２種（知・肢・病）

•中学校・高等学校 専修 国語

•本校開校時、開校準備室メンバー

• H.P.「ダッシュニンの特別支援教材室」管理人
3



今日のねらい：指導案、指導略案の書き方
授業作りの考え方について知る

•校内の支援コーディネーター

毎年、教育実習の指導教員や実習生の指導案指導

初任者、10年目研修の指導案指導

→教育実習生が指導案を書く時に

知っておいて欲しいポイントや書き方

授業づくりのポイント

具体例を基に説明
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２、特別支援学校における授業について

•小学部、中学部、高等部が併設

児童生徒の学齢や実態に応じて

幼少期の発達段階を重視した学びから

卒後の社会生活を見据えた指導まで

•課題別学習グループ、縦割りの授業

•「国社外」や「ことばかず」「作業」 学校独自の授業名

その授業に、どのような教科の内容が含まれているか 要確認

•「自立活動」や「道徳」が時間割上にない学校も

→学校生活全般において指導されている

大阪府立西浦支援学校の過去の時間割
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引用元：大阪府 令和3年度「ともに学び・育つ」学校づくり支援事業 自立活動ハンドブック
（中学校版）~「ともに学び、ともに育つ」教育の継承とさらなる発展のために~．p.15

図にすると
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HPに出ている時間割（西浦支援学校HPより）

子どもたちが見る時間割
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３、授業づくり〜各様式の関連性〜
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•実態把握では、日々の行動観察やアセスメントの結果、保護者
からの聞き取りなどを総合して行います。

授業では
それぞれの子どもたちの
実態を合わせて考える
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学校独自の指標を持つところも
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•この教育支援計画のねらいや支援の手立てが

「自立活動」につながる。

•学校によって様式が違うが、基本的な考え方は同じ 16
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•これも、学校によって様式が違う。

指導計画と支援計画の関連性は重要。 18



指導案と指導略案
○指導案は単元全体の計画を含む

・単元全体のねらいと評価

・単元全体の流れ

・単元の中でそれぞれの授業の関係性

◯指導略案は1つの授業についての台本

・1つの授業のねらいと評価

・１つの授業の流れ

・児童生徒の活動、教員の動き（支援）

副担当教員（AT）に課題の意図や役割、お願いしたい支援を

伝えることが目的＊支援学校では基本的に複数の教員で授業を行う 19



教育実習では・・・

• 1つの単元を設定（することが多い）

•それまでの単元や、次の単元も大切＊教科指導員に質問

•その単元を通して、子どもたちのどんな姿を見たいかから

出発して欲しい

•自分の得意を活かして欲しい（絵本？歌？ダンス？など）

•指導案を書く機会は少ない。教科指導員に相談できるのは、
もっと少ない。じっくり向き合って欲しい

•技術的なことは指導できるけど、あなたの「やりたい」は指導
できない
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４、指導案の書き方

【ポイント】

•各項目で書くべき内容を理解し、書き分ける

＊常に主語が教員か児童生徒か確認する

•各項目がどのように関連し合っているかを確認する

＊どこと対応しているか、説明できる

•自治体独自の表記の決まりに沿っているか、確認する

＊「障がい」や「〜させる（使役）」を使わないなど
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授業の基本的な情報

• 指導者名

名前の前にT1・T2や

CT・ATをつけることもある

• 単元名

この授業のタイトル。何をする
のかや何ができるようになるの
かを明確にする

• 単元目標

この授業で身につけて欲しい力
について箇条書きで書く。

主語は「児童・生徒」 23



単元について（単元設定の理由）

•単元設定の理由（なぜ、この授業を行うのか）を

「教材観（・単元観）」（なぜ、この教材なのか：教員）

「児童・生徒観」（なぜ、この子どもたちに必要なのか：児童生徒）

「指導にあたって（指導観）」（どんな工夫が必要なのか：教員）

から説明する。

☆この3つがしっかりと関連していることが重要

ここが、一番難しい
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教材（・単元観）

•これまでの学習経験や、
これからの学習予定、
将来の生活の中での活
用などを記述。

•どのような力の獲得を
めざすかを記述

•どのような活動を行う
か記述

•主語は教員
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児童・生徒観
•学習集団の授業におけ
る特徴を記述

意欲や態度、興味関心
など

•これまでの教科の学習
について記述

•指導上、配慮が必要な
点などについて記述

•主語は「児童・生徒」
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指導にあたって（指導観）
•単元目標を達成するため
に教材や指導形態、授業
の進め方、発問、環境設
定などの工夫を記述

•児童生徒の得意を活かす

•具体的な支援も記述

•児童生徒観と対応させる

•主語は「教員」 27



まとめると
•まず、「何をやりたいか」「どんな姿を見たいか」→単元決定

•【教材観】これまで、図形の学習を行なってきた。発展的な学習とし
て設定。図形の知識（数学）、空間認知や手指の巧緻性（自立活動）
を高める→将来の日常生活や職業生活に結びつく

•【児童生徒観】学習意欲は高いが、集中が途切れやすい。手指の巧緻
性に課題。図形の基本的な知識は身についている。

•【指導観】授業の流れを固定し、見通しを持てるようにする。活動の
種類を増やし、集中を維持する。実態に応じた終了報告の手段を用意
する。 28



指導計画・評価

•単元の流れを表にまとめる。

•大きな区切りがあるときは
「◯次」で区切る。

•目標には各授業の目標を

•学習内容にはその授業の内
容を簡単に

•評価にはその授業の評価と
その方法

＊目標と対応させること

全ての時間、全ての観点で
評価する必要はない
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評価について
•知識・技能

•思考力・判断力・表現力

•学びに向かう力,人間性等

•各基準に対して到達レベ
ルを数段階用意しておく

＊なぞり書き、視写、書き
取りなど

30



児童生徒の実態と
本時の目標

•児童生徒の一人ひとりの実態

本時に関係のあるものを記述

意欲や態度、興味関心

教科の知識や技能

•その児童生徒に本時で到達し
て欲しい目標（姿）

本時の目標と対応しているか

具体的で観察可能な行動で
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本時の学習指導
•本時の目標

単元の目標と

齟齬がないか

（・評価規準）

それぞれの目標の

評価方法と規準を

決めているか

＊どのような行動が

見られればOK？

観察可能な行動？

・準備物も明記
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学習指導課程

•学習活動

生徒が何をするか（時間配分を
メモしておくと便利）

•援助活動（教師の指導・支援）

教員の動き

•（評価規準・評価方法）

児童生徒のどこを見るか、

何を見るか
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教室配置・板書計画

•教室配置

児童生徒の並び、ATの立ち位置

•（板書計画）

１時間の終わりの板書の完成図

＊様式に無くても書いておくと良い

・ワークシート等があれば添付
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５、授業の基本的な構成と
考え方
•【導入】

授業のはじまりを意識。気持ちの切り替え

見通しを持つ（実態に応じた提示の工夫）

やってみたいをどう作るか

•【展開】

授業の中心

•【まとめ】

何ができたか

できたことを褒める。実態に応じてわかる形で。

また頑張ろうをめざす

授業の終わりの意識。気持ちの切り替え
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展開の考え方①

•児童生徒の集中できる時間で
課題の数を決める

課題ごとに「終わり」を作って、

切り替えを促す。

RPGのセーブポイント

そこから復帰できる
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展開の考え方②
• 活動の種類

見る：今日の予定、本時の予定

友だち活動を見る

聞く：出席など

体を動かす：出席、体の部位

書く：体、形プリント

指先を使う：ファイルに綴じる

レゴ 38



展開の考え方③
•一斉課題と個別課題

一斉課題

皆とでなければできないこと

学び合い、順番を守るなど

みんなの前で活動する→主役になる

出席、出席、まとめ

個別課題

個々の実態に応じた課題

1人だからこそ集中できる

プリント、レゴなど
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展開の考え方④
• 既知の課題と新しい課題

既知の課題は安心して自信を持っ
て取り組める。

出席、プリント課題

新しい課題はチャレンジ

レゴ

混ぜて取り組むことも

からだの部位、プリント課題

実態に合わせた順番や配置
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その他

•生徒の興味関心

生徒の興味関心を授業の中に取り入れる

•自立活動と関連させた教材の工夫

•先生自身が「楽しい」と感じているか

授業者の「楽しい」は伝わる

自分が楽しくないものを児童生徒に？
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６、指導略案の書き方

指導略案の役割

• ATにその時間の活動や評価の観点を伝える

• ATにその時間中の動きを伝える

（支援の手立てやどのタイミングでどの生徒を見るか）

•＊自分の授業の流れをイメージする（時間配分など）

授業の台本
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基本事項

•教科、日時、場所、児童生徒数、
指導者名（CT・AT）について書く

•単元名（題材）はその授業で扱う
内容をわかりやすく記入（単元名
と関連させる）

•ねらいはその授業の主たる目標を
記入
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時間

•時間：導入・展開・まとめ
に分ける。

•展開は展開数によって

展開①、展開②のように

区切ることも

＊様式にない場合も自分の
手元にメモとして

記入しておくと便利
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学習内容

•学習内容：活動の内容を
あらわす題名（児童生徒
に示すもの）を書く。

•主語は児童生徒

•時間配分も記入しておく
と便利
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教員の支援

•教員の支援：各学習活動の際に、
CT・ATがどのような支援を行うか
を記入

•どこまでどのように支援して欲し
いかを具体的に記入する

•主語は教員

•本時のねらいに迫るための支援

活動に取り組むための支援
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評価規準
• 評価規準：それぞれの学習活動に対する評価
（○○できる）と

評価方法（行動や成果物）を具体的に記入

• ATはこの評価規準をもとに支援を考える。

• ただし、児童生徒が「できた」という気持ち
で活動を終えられることが大切。

という支援があれば△△できた。

・様式にない場合も考えておく必要がある
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配置図

•配置図：児童生徒の座席配置や
教材の置き場所、CT・ATの位置
を明確に示す。

•活動によって場所や机の配置を
変える場合は、それも示す。
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７、授業観察の観点

【授業観察の目的】 自分の授業を考える材料

•児童生徒の実態把握

•環境設定

•授業のパターンの把握

•授業アイデア

• ATの動き など
51



児童生徒の実態把握

•授業への意欲は？

•集中力はどれぐらい続く？課題によって変わる？

•普段の様子と授業の時の様子で違いは？

•得意な活動は？なぜ？

•苦手な活動は？なぜ？
52



環境設定

•座席配置（ATの位置）とその意図は？

•ホワイトボード（クラスの掲示物は？）やTVモニター（向きは？）

•活動によって座席配置や活動場所を変えているか？

•教材の置き場所とその意図（最初から出ている？隠してある？）
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授業パターンの把握
•導入、まとめはパターン化されていることが多い。

子どもたちがその形に慣れている。

•授業の予定の提示方法は？

絵カード？文字？ホワイトボード？掲示物？など

•活動の数（展開の数）とその意図

•課題の順序とその意図

•どこまで子どもたちにやらせるか

•振り返りの方法は？ 54



授業のアイデア

•教材の工夫とその意図は？

•言葉かけのタイミングや方法と意図

•子どもたちの「やりたい」をどう引き出しているか

•気になる子どもの行動への対応は？
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ATの動き
子どもたちの学びを充実させるためにSTの動きは重要

•どこにいるのか、それは何故か？

常に同じ場所？移動している？

CTとの役割分担は？一斉課題・個別課題

•誰に対して、どのような支援を行なっているのか？

個人、複数、全体 それは何故か？

•指導略案の配置図などを参考に。自分の授業ならどうするか。
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まとめ 質疑、応答
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２、特別支援学校における授業について

３、授業づくり〜各様式の関連性〜

４、指導案の書き方

５、授業の基本的な構成と考え方

６、指導略案の書き方

７、授業観察の観点

８、まとめ 質疑、応答

質問がありましたらどうぞ 58



ありがとうございました

教育実習が皆さんにとって
充実したものとなりますように
応援しています！！
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課題
•次の事例の学習者に対する 国語の授業（１コマ 50分）を考え、

指導略案を作成してください。

CT１名・AT１名の授業とします

＊学習指導要領の関連箇所を読んでおくと書きやすいと思います

•締切：4月30日

＊提出する略案に記入する必要はありませんが、

単元全体をイメージし、その授業が単元のどこに位置するのか

意識して略案を作成してください。

（単元の最初の導入？単元のまとめ？まとめの直前？など）
61



事例
•知的障害特別支援学校中学部２年生 4人

•課題別学習グループ 支援レベルが中程度グループ（中度）

•特別支援学校学習指導要領小学部２段階を目標とする生徒
生徒名 A B C D

支援計画
の目標

周りの動きを見て行動
することができる。

自分の思いなど教員に言
葉で伝えられることを増

やす。

集団の中でルールや約
束を守って活動する。

教員の問いに意思表示
することができる

診断名 ダウン症 自閉スペクトラム症 自閉スペクトラム症 ダウン症

実態 学習意欲が高く、積極
的。口頭指示の理解が
可能。指先に不器用さ
があり、動作はゆっく
り。２〜３語文で要求
を伝えることができる。
ひらがなは概ね読み書
きできる。発音はやや
不明瞭。テンションが
上がりすぎるとふざけ
てしまうことがある。
15分程度集中して活動
できる。

簡単な口頭指示の理解が
可能。２語文で要求を伝
える練習をしている。
衝動性が高く、気になる
ものがあるとそこに走っ
てしまい離席がある。
ひらがなの読み書きが可
能。うるさい場所が苦手。
10分程度集中して活動で
きる。
集中が途切れると手遊び、
つば遊びがある。

座位姿勢が不安定で指
先の不器用さがある。
口頭指示の理解が可能。
自分の要求を首振りや
１〜２語で伝えること
が可能。ひらがなの読
み書きが可能。
注意がそれやすく、注
視が苦手。得意な課題
は10分程度集中して活
動できる。苦手な課題
や注意を受けるとふざ
けてしまうことがある。

学習意欲は高いが、恥
ずかしがり屋で、自信
がもてない時は消極的
になりやすい。発音は
不明瞭
簡単な口頭指示の理解
が可能。指先に不器用
さがあり、行動はゆっ
くり。ひらがなの読み
書き共に概ね理解。10
分程度集中して活動で
きる。
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これまでの学習

•出席は呼名後、名前カードを前に貼る（１文字・苗字、名前）

•ひらがなの書き取り練習（なぞり書き、視写、書き取り）プリント

•物語（大型絵本『どうぶついろいろかくれんぼ』、動画NHK for 
School「おはなしのくに」、オリジナル絵本「スノークリスタル-
雪の秘密-（https://dashnin-
kyouzaiko.com/2024/10/25/kamisibai7-snowcrystal/）など）

•運動会の作文

•動物カルタなど
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Teach U

•パワーポイントをカスタマイズ

「こんなことができたらいいな」を叶えるサイト

https://musashi.educ.kumamoto-u.ac.jp

各教科、指導要領段階別 教材が充実
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ためカモ学びサイト

•可愛いイラストいっぱい

教材作りやお便りにも

著作権も安心

https://tamekamo.com

発達段階に応じたプリント課題や

その課題のねらいの解説が充実
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ダッシュニンの特別支援教材室

• Keynoteの教材が充実

おすすめアプリや解説動画

実践報告もダウンロードできる。

https://dashnin-kyouzaiko.com

教科別に教材が探せる
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